
評価シート（B）　（施策評価：施策を構成する事業の評価）

事業の手段
（内容）

業績
指標名
（単位）

H１６ H１７

事業費計（千円） 413531 415993 541752
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413531 415993 541752

4

県民が住んでい
る地域内の病院
に入院し治療を
受けられるよう機
能を充実した。

135438

入院患者の
自圏域内
（二次医療
圏内）入院

率

76.7-

病院の移転新築
に係る借入金の元
利償還金のうち、
当該年度の支払
いに要した額に対
して財政支援をし
た。

財政支援病
院数

(病院)

3 3

137844 138664

-1
地域の中核
的な病院

（何をしたのか）
（事業の活動
量。「事業の

手段」に対応）

事業名

【担当課】

地域の中核的な病
院整備推進事業

【医療整備課】

事
業
番
号

事業の
対象

成果指標の値

H１６

（誰・何を対象
として）

事業費
（決算(見込)額，千円）

施策を構成する事業の分析

活動（事業）／活動（事業）によりもたらされた結果 活動（事業）によりもたらされた成果

業績指標の値

（事業の成
果。「事業の

目的」に対応）

（対象をどういう状
態にしたのか）

単位当たり事業費（千円）

事業の目的
（意図）

H１８ 成果
指標名
（単位）

H１７ H１８

A

政策名

施策概要

施策番号 1

どこに住んでいても必要な医療や保健サービスが受けられる環境づくり

施策名 地域の中核的な病院の整備

保健福祉部 医療整備課 関係部課室

1121

対象年度 Ｈ１８ 作成部課室

政策整理番号 2 施策番号 1

2政策番号

政策評価指
標／達成度

1 － 1 －

入院患者の自圏域内（二次医療圏内）入院率

達成度：A（目標値を達成している），B（目標値を達成していないが、設定時の値から見て指標が目指す方向に推移している）
　　　　　C（目標値を達成しておらず、設定時の値からみて指標が目指す方向と逆方法に推移している），…（現状値が把握できない等のため判定不能）

病院と診療所の適切な役割分担と連携を図り、身近な病院の機能を充実させるため、地域で中心的な役割を担う７つの「地域の中
核的な病院の整備」を進めています。



施策を構成する事業の方向性

拡充

事業実施済みの４病院以外に対
象が増加するよう、地域への支援
を継続していく。

方向性 方向性に関する説明

「宮城の将来ビジョン」における位置づけ

取組番号 取組名

施策を構成する事業の分析

当事業は過去の病院事業債等の元
利償還金に対する補助であり、毎年
度、効率性を評価することに馴染まな
い。

医療法では地方公共団体の責務が規
定されており、県はそのうち良質かつ適
切な医療を効率的に提供する体制整備
の役割を担っており、県の関与は適切
である

平成１８年（速報値）の入院患者の自圏
域内（二次医療圏内）入院率は、７６．
７％と向上しているが、社会情勢データ
からは各病院の病床利用率が平成１７
年度・１８年度比較で
刈田病院78.2→78.3、
県南中核病院71.0→63.3、
栗原中央病院64.7→66.9、
石巻赤十字病院86.4→85.2となってい
る。医療圏ごとの入院率は
刈田病院78.3→78.6、
県南中核病院59.6→67.7、
栗原中央病院61.8→71.0、
石巻赤十字病院73.2→74.9となってい
る。概ね向上しており、施策全体として
は概ね有効と判断する。

【国，市町村，民間団体との役割分担は適切
か】
【施策目的及び社会経済情勢を踏まえた事
業か】
【事業間で重複や矛盾がないか】

【成果指標の推移から見て，事業の成果が
あったか】
【施策目的の実現に貢献したか】

活動（事業）の分析
活動（事業）の次年度（平成２０年

度）の方向性とその説明

B-2 事業の有効性 B-3 事業の効率性

【事業は効率的に執行されたか（単位当た
り事業費の推移その他から）】

B-1 施策実現にむけた県の関与
の適切性と事業設定の妥当性

【評価の根拠】
※施策を構成する事業の分析「B-2 事業の
有効性」を総括して記載

適切 概ね有効

国、市町との役割分担の下、地域
の中核的な病院は、救急医療及び
へきち医療など民間医療機関によ
るサービスが不足している分野を
運営しており、県は適切に関与し
ている。本事業は、施策目的に
沿って実施されているが、医療の
専門化と患者の意識の変化から、
受療行動は広域化しており地域内
での完結が困難になっている。本
事業を実施していない３病院は、
名実共に地域の中核病院であり、
その医療機能の向上を支援する本
事業は妥当と判断する。

効率的
【評価の根拠】
※Ｂ－１，２，３を総括し施策を総合的に評価

Ｂ－３　事業群の効率性 概ね適切

Ｂ－１，２，３　施策を構成する事業群の評価 B　施策評価（総括）

Ｂ－１ 施策実現にむけた県の関与の
適切性と事業群設定の妥当性

Ｂ－２　事業群の有効性

【施策の次年度（平成２０年度）の方向
性】※この施策における今後の課題等を記載

・今後も継続実施していくが、石巻赤
十字病院が新型の救命救急センター
を実施できるよう、院内体制の充実を
注視しながら対応していく。

平成１８年（速報値）の入院患者の
自圏域内（二次医療圏内）入院率
は、７６．７％と向上しているが、社
会情勢データからは各病院の病床
利用率が平成１７年度・１８年度比
較で
刈田病院78.2→78.3、
県南中核病院71.0→63.3、
栗原中央病院64.7→66.9、
石巻赤十字病院86.4→85.2となっ
ている。医療圏ごとの入院率は
刈田病院78.3→78.6、
県南中核病院59.6→67.7、
栗原中央病院61.8→71.0、
石巻赤十字病院73.2→74.9となっ
ている。概ね向上しており、施策全
体としては概ね有効と判断する。

本事業の対象は県地域保健医
療計画に記載された中核的な病
院であり、医療資源を集約・重点
化することは厳しい財政状況の
中では効率的と判断できる。

・本事業は身近な地域で入院できるよ
うな医療体制の構築である。施策は政
策評価指標上では目標を達成してい
るが、本事業実施済み病院の病床利
用率などでは十分なレベルに達してい
ないところもあることから、施策全体とし
ては「概ね適切」と判断する。

【評価の根拠】
※施策を構成する事業の分析「B-3 事業
の効率性」を総括して記載

【評価の根拠】
※施策を構成する事業の分析「B-1 事業へ
の県の関与の適切性と事業設定の妥当性」
を総括して記載



政策評価指標分析カード（整理番号１）

・・・

Ｈ17

・・・

75.4

・・・

75.174.874.674.4

・・・ ・・・・・・

2

対象年度 Ｈ１８ 作成部課室 保健福祉部 医療整備課 関係部課室

71121 政策整理番号

政策番号政策名 どこに住んでいても必要な医療や保健サービスが受けられる環境づくり 1

施策番号 1 施策名 地域の中核的な病院の整備

目標値 Ｈ１７ 75.4 Ｈ２２

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７評価年 初期値 Ｈ１２ Ｈ１３

測定年 Ｈ13 Ｈ13 Ｈ１4 Ｈ１5 H16 Ｈ18

現況値 74.4 74.4 ・・・ ・・・ ・・・ 76.7

仮目標値

・乱立している自治体病院への投資を効率的に推進するには、特定の病院に資源を集中することは理にかなっているが、本事業を評価する上で、こ
の指標だけで適切かは検討する必要がある。
・利便性と安全性のどちらに重点を置いて整備するべきか検討する必要がある。

・達成度：…A
・医療の専門化及び患者の意識の変化等により、県民の受療行動は広域化しているものと推測され、単一の医療圏ですべての入院医療を完結する
ことは困難になってきている。
・疾患ごとに医療圏を設定し、本事業を実施した病院の機能を明確化するとともに病床利用率の一層の向上、医師確保など基本的な病院運営の効
率性を高める必要がある。
・特定の医療機関を整備して自圏域内入院率が向上するほど単純な問題ではないが、こと自治体立病院に関しては一市で複数の病院を所有するな
ど非効率を助長するような状況が現存し、早急な改善が望まれる。
・入院率は患者調査に基づき判明するが、今回調査は平成１８年度に実施しているが集計中（速報値）である。

政策評価指標の妥当性【施策の有効性を評価する上で適切な指標か】

達成度：A（目標値を達成している），B（目標値を達成していないが、設定時の値から見て指標が目指す方向に推移している）
　　C（目標値を達成しておらず、設定時の値からみて指標が目指す方向と逆方法に推移している），…（現状値が把握できない等のため判定不能）

達成状況の背景（未達成の場合はその理由等）・今後の見通し

政策評価指標の概要

県民が自分が住んでいる二次医療圏（県内１０医療圏）内の医療機関に入院する割合
二次医療圏：通常の入院に係る医療を供給する体制の整備を図るべき地域的単位

Ａ

76.6

Ｈ１８

政策評価指標 単位

入院患者の自圏域内（二次医療圏内）入院率 %

政策評価指標の選定理由

・病気やけがなどの事態が生じても，より身近な地域で高度な医療が受けられることが望ましい。
・病気やけがなどで入院する場合に，より身近な地域の医療機関に受け入れられることにより，本人や家族の負担が軽減できる。
・生活の基礎的な安心を提供することが，今住んでいる地域に住み続けることができるための条件である。

75.6

達成度

施策番号 1

1 － 2－
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現況値1 仮目標値1



 


